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資料 No.1-2 
日本建築学会 環境工学委員会建築設備運営委員会 2009 年度第４回議事録 

 
Ａ．日 時：2010 年 3 月 6 日（土）  16 時 10 分～18 時 00 分  
Ｂ．於  ：札幌市立大学サテライトオフィス  
C．出席者：宇田川光弘（主査）、（柳井崇（幹事））、羽山広文（幹事）、 

委員：(赤司泰義)、秋元孝之、(石川幸雄)、石野久彌、(猪岡達夫)、川瀬貴晴、郡公子、 
(小林陽一)、（斎藤忠義）、(坂上恭助)、(相良和伸)、(佐倉勇)、佐野武仁、（高井啓明）、 
高草智、(竹倉雅夫)、(寺野真明)、(長井達夫)、(中島康孝)、(中野淳太)、永峰章、 
二宮秀與[代理：中山哲士]、(野部達夫)、本間睦朗、(吉田治典) （   ）は欠席 

D．議 題： 
１．式次第 資料 No.4-1 
２．前回議事録  資料 No.4-2 
３．環境工学本委員会の報告 資料 No.4-3 
４．小委員会の報告 

１）ソーラー建築情報小委員会（石川主査） 資料 No.4-4-1 
２）環境選択型空調設計（野部主査）  
３）気象データ（二宮主査） 資料 No.4-4-3 
４）次世代排水システム（坂上主査） 資料 No.4-4-4 
５）環境建築設計法（羽山主査） 資料 No.4-4-5 
６）ガラス建築情報 WG（佐野主査） 資料 No.4-4-6 
７）アカスタ環境設備要求条件検討 WG（中島主査）  
８）「建築一体化設備のデザイン」出版小委員会（石野主査） 資料 No.4-4-8 

５．運営委員会の報告について 資料 No.4-5 
６．2009 年度第５回建築設備シンポジウムの報告 資料 No.4-6  
７．2010 年度第６回建築設備シンポジウムについて 
８．その他 
９．次回の予定 
D．見学会 
 ・日 時：2010 年 3 月 6 日（土）12 時 50 分～15 時 00 分 
 ・場 所：新千歳空港新国際線ターミナルビル 
 ・見学者：宇田川光弘(主査)、羽山広文（幹事）、委員：秋元孝之、石野久彌、川瀬貴晴、 

郡公子、佐野武仁、高草智、永峰章、中山哲士、久保田克己（オブザーバー） 
 ・説明者：成田裕毅様（北海道空港株式会社 空港部計画課） 
E．議 事： 
１．前回議事録が紹介され、了承された。 
２．環境工学本委員会の報告（2010/1/22 実施） 
・ 2009 年度大会の概要が報告された。大会参加者 9405 名、学術講演 6402 題（環境工学 1234

題）、オーガナイズドセッション：環境工学 52／全体 139、研究協議会 110 名、研究懇談会

138 名、PD40 名 
・ 2010 年度調査研究委員会予算配分：全体 82,600,000 円（2009 年度比＋155,000 円）、環

境工学 12,487,000（＋76,000 円）の微増 
・ 小委員会報告：2/15 提出締切、本日の委員会の結果を踏まえ、各小委員会は速やかに学会

事務局へ提出する。書式は学会 HP からダウンロード可能。3 月末までは差し替え可能 
・ 2010 年度竹中育英会建築研究助成候補募集：1 件 50 万円／対象者 10 名／対象者は大学院

生等、申込み締切 2010 年 3 月末（必着） 
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・ 2010 年度日本建築学会国際交流振興基金の援助申請：上期 2010 年 3 月末日、下期 2010
年 9 月末日 

・ 委員会の廃止・設置申請：廃止 9 件ソーラー建築情報小委員会、設置 5 件環境設備に関す

る学会基準（AIJES）における性能レベル検討小委員会（2010/4～2013/3） 
・ 2010 年度大会関係：一般講演は 9:30～17:30（例年より 30 分遅延、朝夕の交通渋滞緩和

のため）、プログラム編成会議 2010 年 4 月 27 日（火）に実施、首都圏在住の委員、小委

員会・WG の委員など多数の参加をお願いしたい。研究協議会 2 日目 PM、研究懇談会 1
日目 PM、PD3 日目 PM に実施。建築設備運営委員会からは研究協議会；羽山幹事、研究

懇談会；柳井幹事を講演者として推薦する。 
・ 選考委員会委員の候補者：学会賞（論文部会）；郡公子先生、奨励賞；山中俊夫先生、赤司

泰義先生を推薦した。 
・ 技術報告集委員会委員：羽山広文幹事を推薦する。 
・ 論文集査・技術報告集査読員の候補者は 3 月末までに申請願いたい。 
・ 2010/3/16 開催の大会細分類検討 WG が開催される。出席を山中哲士先生にお願いする。 
・ 環境工学本委員会内の予算配分：建築設備運営委員会 858,000 円（2009 年度比＋61,000

円） 
・ 運営委員会の自己評価：締切 2 月末。本日の審議後に提出する。 
・ アカデミックスタンダードの承認：4 件 
・ 建築環境・設備設計図書に関する学会基準（案）のシンポジウム 10/26、参加者 18 名 
・ 第 5 回建築設備シンポジウム 12/15、参加者 199 名、収入 440,500 円、支出 279,660 円 
・ 環境工学本委員会の開催回数：2009 年度 6 回⇒2010 年度 5 回 

３．小委員会の報告 
 １）ソーラー建築情報小委員会（石川主査） 

・ 提出された資料 No.4-4-1 に基づき宇田川主査から説明され了承された。本小委員会は

2009 年度末で終了する。 
２）環境選択型空調設計（野部主査） 
・ 秋元委員から口頭で活動状況の報告があった。小委員会報告は速やかに作成し提出する。 

３）気象データ（二宮主査） 
・ 代理出席の中山先生から活動状況が資料 No.4-4-3 を基に報告された。提出された小委員

会報告が了承された。 
４）次世代排水システム小委員会（坂上主査） 
・ 提出された資料 No.4-4-1 に基づき宇田川主査から説明され了承された。  

５）環境建築設計法小委員会（羽山主査） 
・ 資料 No.4-4--5 を基に小委員会羽山主査から報告され了承された。 

６）ガラス建築情報 WG（佐野主査） 
・ 資料 No.4-4-6 を基に WG 佐野主査から活動状況が報告され了承された。 
・ 1 月に開催したシンポジウム「ガラス建築 意匠と機能の知識」は 160 名の参加があり、

盛況だった。 
・ WG 佐野主査から本 WG を小委員会へする旨の要望が出された。宇田川主査から本委員

会へ小委員会の設置件数制限について確認し、2011 年度設置に向けて準備することとし

た。なお、設置申請の提出は 2010 年 10 月末である。 
・ 本 WG の設置期間は 2009 年度末までとなっており、WG 佐野主査から WG 設置申請が提

出された後、環境工学本委員会へ提出する。 
・ WG 佐野主査から本 WG を発展させアカデミックスタンダード小委員会へする旨の要望

が出された。アカデミックスタンダードの申請は別途本委員会への申請が必要である。 
７）アカスタ環境設備要求条件検討 WG（中島主査） 
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・ 関連する委員の参加がなく活動状況の報告はなかった。 
８）「建築一体化設備のデザイン」出版小委員会（石野主査） 
・ 資料 No.4-4-8 を基に小委員会石野主査から活動状況が報告された。なお、本報告は別途

企画刊行小委員会へ提出している。 
９）その他 
・ 報告書には HP による情報開示の有無の記載欄がある。運営委員会、小委員会・WG は速

やかに HP での開示を進める。 
５．運営委員会の報告について 
・ 資料 No.4-5 を基に羽山幹事から素案が報告された。 
・ 論文掲載数、技術報告掲載数のカウントの仕方について、事務局に確認する。 
・ 活動状況が報告されていない小委員会は、速やかに幹事へ報告する。 
・ ４活動状況の項目を A から AA 変更する。 

６．2009 年度第５回建築設備シンポジウムの報告 
・ 資料 No.4-6 を基に羽山幹事からアンケート結果の概要が説明された。 
・ アンケートの記載内容を要約すると、①好評の意見が多かった。②1 題の講演時間はもう少

し長い方が良い。③他では聞けない最新の情報を望んでいる。④実務に役立つ内容が好まれ

るようだ。 
７．2010 年度第 6 回建築設備シンポジウムについて 
 ・ 継続して実施し、開催時期は 10 月とする。 

・ 10 月の木曜日、金曜日について、建築会館ホールの空き状況を確認し、日程を確定する。 
・ 水設備、電気設備の分野の講演も配慮する。 

８．その他 
・ オーガナイズドセッションの投稿が期日までに 2 件しかなかった。学会事務局に募集期間延

期を確認し、原稿を募る。 
９．次回開催予定 
 ・ 2010 年度第 1 回運営委員会は 5 月 10 日（月）16:00 から、建築会館会議室 
 

以上 


